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1. 緒 言

石油掘削用の2クローハル8コラムの半潜水型海洋構

造物をセミサブリグという.これに作用する自然外力と

しては,波 ･風 ･潮流等が考えられる.これらの外力が

セミサブリグの通常の稼動状態に与える影響としては,

次の事柄が考えられる.①係留系,(参勤的位置保持,(勤

通常または損傷時の復原性,(参甲板荷重容量,これらの

どれを採ってもセミサブリグの安全性を脅かすものであ

るから,これら外力を知ることは大事なことである.本

報では,これらの外力のうち風荷重について調べた結果

について報告する.

一般に各船級協会(ABSルール,DnV)I,-)i,等)では

風荷重を推定式より求めているが,各セミサブリグの大

きさや形が異なるので設計段階での風洞試験を行うこと

を推奨している.本報告で使用した東京大学生産技術研

究所所属の風路付水槽は比較的風路断面積が小さいの

で,風路内に設置された模型の大きさによっては閉塞影

響が心配される.1)･2)そこで,大型模型 (縮尺1/100),小

型模型 (1/150)を用いて3軸方向の力と3軸回りのモー

メント,風路内に模型を置いた状態での風速分布の計測,

表面タフト法による模型表面の流線観測を行ない,これ

らの試験結果から閉塞影響の有無を検討した.
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2.閉塞影響について

円柱部材を含む海洋構造物の風洞試験は,特に相似則を

満たすためにRe数を考慮しなければならない.したが

って,この種の風洞試験はある限られた風速で試験を行

うため模型の縮尺が大きくなりがちである.そのため,

これらの風洞試験では,閉塞影響が生じ実際の風荷重と

異なる結果が得られる場合がある.一般に固定壁を有す

る喝合,次の2つの事柄が主であると考えられる.①閉

塞効果,これは模型があるために,固定壁境界の場合に

は無限遠の一様速度に相当する流速が増加すると考え

る.文献3)には模型投影面積と風洞断面積の比が大であ

る場合の修正式が示されている.模型無しの状態での流

速を〝,模型が置かれた状態で模型の伴流の影響を受け

ない位置での流速をV,･とし, V,･の下で求められた抗力

係数をCDmとすれば,修正抗力係数CDRは,V,y v2-

CDm/CDRから求められる.

②伴流閉塞,これは風洞内に模型が置かれた場合,必ず

伴流が生じその平均流速は模型無し〝流れより遅くな

る.したがって,①に加えて伴流の外側の流速が速くな

ると考えられる.この流速を計測すれば,伴流による閉

塞影響の有無が判断できる.また,この伴流閉塞にもと

づく模型表面の静圧の変化による影響も重要であろう.
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